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香港特別行政区政府は2月2日、世界中の観光客、ビジネ
ス旅行者や投資家に香港を訪れてもらおうと、さまざまな
プロモーションを実施する大規模なグローバルキャンペーン

「Hello Hong Kong」を立ち上げました。
キャンペーンの一環として、香港を拠点とする航空会社4

社（キャセイパシフィック航空、香港エクスプレス、香港航空、
グレーターベイ航空）が3月から順次、全世界で計50万枚の
無料航空券の配布を開始。日本市場については、5月以降の
配布が予定されています。他にも、数多くの店舗や観光施設
で利用できるキャッシュバウチャーなど、香港での滞在を充
実させる多彩な特典を用意しています。

さらに同キャンペーンでは、各国のビジネスリーダー、政治家、
メディア関係者などを招いて本物の香港を体験してもらうほか、
海外に代表団を派遣して香港のビジネス、観光、文化交流を

促進したり、大規模な国際会議や展示会を含むMICE関連など、
より多くの大型イベントを香港で開催したりすることが打ち
出されています。

2月2日に行われた開始セレモニーで、李家超（ジョン・リー）
行政長官は「香港は今や安定から繁栄へと進む新しい段階に
あり、中国本土および全世界とシームレスにつながっている。
今こそ、観光客や投資家、起業家やイノベーターが香港を訪れて、
この街の活気を体験し、繁栄の機会をつかむのに絶好の時だ」
と述べました。

詳しくは下記をご覧ください。
香港政府観光局ウェブサイト
https://www.discoverhongkong.com/jp/index.html

「ワールド・オブ・ウィナー」無料航空券キャンペーン
https://wow.hongkongairport.com/lang/jp/tickets

「Hello Hong Kong」で香港を世界に向けてPR
50万枚の無料航空券を配布する大型キャンペーン。「今こそ香港を訪れるのに絶好の時」と行政長官
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香港では昨年末以来、海外からの旅行者に対する新型コロ
ナウイルス関連の規制が次々に撤廃され、より気軽に香港を
訪れて、自由に旅行を楽しむことができるようになっています。
12月29日から到着時および到着後のPCR検査の必要がなく
なり、2月6日からは非香港居民もワクチン接種の有無にかか
わらず入境が可能になりました。さらに3月1日からは、公
共交通機関を含む屋内外でのマスク着用義務が廃止されました。

これにより、香港への渡航者について隔離や検疫、ワクチ
ン接種に関する要件はなくなりましたが、海外からの入境者
には当面の間、引き続き出発前の検査が求められます。すな
わち、空港経由で香港に入境する場合にはフライトの出発予
定時刻、その他の出入境管理所から香港に入境する場合には
香港到着時刻の24時間以内に迅速抗原検査（RAT）を実施す
るか、48時間以内に核酸検査を受けて、陰性結果を入手して
おく必要があります。

香港への入境に関する最新情報は下記でご確認ください
https://www.coronavirus.gov.hk/eng/inbound-
travel.html

一方、香港と中国本土の間の通常往来は、2月6日から全
面的に再開しました。これに伴い、1日あたりの入境人数の上
限なしにすべての出入境管理所を開放し、過去7日間に海外
旅行歴のある人を除いて出発前の核酸検査を不要とするなど
の措置が取られました。

香港は新型コロナウイルスの規制を大幅緩和
入境にかかわる各種制限の撤廃で、香港がより訪れやすく。香港－中国本土間の通常往来も全面再開

人材サービス窓口オンラインプラットフォーム
昨年末から運用開始。各種制度の詳細からビザ申請まで、香港への移住検討に役立つ実用的な情報を提供

香港特別行政区政府は世界各地からの人材誘致を積極化すべく、人材サービス
窓口のオンラインプラットフォーム（www.hkengage.gov.hk）を昨年12月28
日に開設しました。このサイトでは香港の各種人材受け入れ制度についてなどの
情報がまとめて掲載されており、世界中の希望者がより簡単に各制度への申請を
行える仕組みを提供しています。

また、新たに導入された「高度人材通行証計画」も、同じく12月28日から申
請受付を開始しています。香港での就職先が決まっていないものの、香港に定住
して働くことに関心のある人材はこの制度に申請することができ、同計画による入
境者は通常、最初の入境に際して他の条件なしに24カ月の滞在が認められます。

香港マラソンが 
帰ってきた

第25回スタンダード・チャータード香港マラソンが2
月12日に開催され、およそ3万5,000人のランナーが参
加しました。今回は海外からも13名の招待アスリートを
含む約500人が出場し、日常が戻りつつあることを感じ
させる大会となりました。

入境条件の大幅緩和で海外からの旅行者増加に期待。写真は香港国際空港の到着ロビー

香港への移住検討に便利なワンストップ情報源
www.hkengage.gov.hk
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香港経済貿易代表部では昨年12月下旬に「企業・人材誘致
専門室」を設置し、日本のターゲット企業や人材に積極的に
働きかけて、香港に進出し成長を追求するよう促しています。
同室はまた、香港の人材プールの充実を図るため、日本国内
の世界トップ100大学と連絡を取り、関連する人材受け入れ
制度をPRしています。

香港は世界屈指の競争力を誇る経済体であり、中国本土と
世界市場を結ぶ重要なゲートウェイとしての役割も担ってい
ます。香港の競争力を高めるため、香港特別行政区政府は新

たな制度を導入し、企業や投資、人材の誘致を目的にさまざ
まな新しい取り組みを実施してきました。以下はその例です。

●　 特別な円滑化措置やワンストップサービスを提供するこ
とで、中国本土および海外から重点企業を誘致する「重
点企業誘致弁公室」（www.oases.gov.hk）を設立

●　 中国本土・海外人材誘致戦略の策定と関連業務の調整を
行い、来港する人材にワンストップのサポートを提供す
る「人材サービス窓口」（www.hkengage.gov.hk）を設置

香港経済貿易代表部に企業・人材誘致専門室を新設
香港政府は誘致の取り組みを一段と強化。東京の専門チームが日本の企業と人材に積極的にアプローチ

質の高い発展を促す2023〜24年度政府予算案
迅速な経済回復と高レベルの発展に向けた諸施策を発表。投資や人材の誘致を進める新たな入境制度も

陳茂波（ポール・チャン）財政長官は2月22日、経済成長
を追求し、質の高い発展へと移行して、市民の生活の質を
向上させるための今期政府発足後初となる予算案を発表しま
した。

2022年の実質GDP成長率はマイナス3.5％でしたが、香
港経済は2023年に目に見える回復を遂げる見込みで、通年
の実質GDP成長率は3.5％〜5.5％、インフレ率は約2.5％と
予測されています。

陳長官は、政府は香港を国際的なグリーン技術と金融の中
心地に発展させるよう努力すると述べました。主な施策として、
グリーン技術・金融発展委員会を設置して行動計画を策定す
ることや、世界中のグリーン技術業界の企業と投資家を一堂
に集める国際グリーンテックウィークを今
年末に開催することが発表されました。

イノベーションとテクノロジーの分野で
は、政府は生命科学や健康に関する研究機
関設立のため、60億香港ドルを確保。サ
イバーポートに2億6,500万香港ドルを割
り当て、スマートリビングの新興企業向け
専用インキュベーションプログラムを立ち
上げます。政府はまた、第3世代インター
ネット （Web3） エコシステムの発展を推
進するために5,000万香港ドルを用意し
ています。さらに、香港を地域の知的財産
取引センターとして発展させるべく、特許
審査官の雇用と育成、人材プールの開発に
1,000万香港ドルを充てると同時に、「特許
ボックス」税制優遇措置を導入します。

個人と企業を支援し、経済の回復を強化するため、政府は
市民と企業の税負担を軽減するさまざまな措置を導入すると
ともに、今年も条件を満たす18歳以上の香港永住者と新規到
着者を対象に、1人あたり5,000香港ドルの電子消費券を発
行する予定です。

また、投資家や人材を香港に呼び込むための新たな「資本
投資者入境計画」が間もなく始まります。制度の詳細は今後
発表されますが、申請者は不動産を除く香港の資産市場に一
定額の投資をすることで、香港に居住し、働くことが可能に
なります。

2023〜24年度政府予算案の概要は、6〜7ページをご覧く
ださい。

企業・人材誘致専門室へのお問合わせはこちらへ talent@hketotyo.gov.hk
（03）6628 - 8568

立法会で予算演説を行う陳茂波（ポール・チャン）財政長官
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香港特別行政区政府と香港貿易発展局の共催による第16回
アジア金融フォーラムが、1月11日と12日の2日間にわたり
香港で開催されました。対面とオンラインのハイブリッド形
式で実施されましたが、対面での開催は3年ぶり。世界との
往来が再開された香港における2023年最初の大規模ビジネ
ス交流イベントとなりました。

「加速するトランスフォメーション：インパクト・インクル
ージョン・イノベーション」をテーマに据えた今回のフォー
ラムでは、40以上のパネルディスカッションやワークショッ
プを通じて、世界経済の現状や貿易、持続可能な開発などの
重要な問題について分析・考察が行われました。70を超える
国と地域から何千人もの経営幹部や政府高官、考えを主導す

るソートリーダーらが集まり、幅広い課題につい
ての洞察を共有しました。日本からは、日本銀行
の上原博人国際局参事役もスピーカーとして参加
しています。

日本の丼ぶりチェーン店を運営する株式会社アントワークスは、2022年12月26日に香港に「伝説のすた丼屋」第1号店
をオープンし、舌の肥えた地元の消費者に、ボリューム満点で美味しい「すた丼」をお手頃価格で提供しています。

同社海外事業支援部部長の今永徹氏は次のように話します。『伝説のすた丼屋』は、50年以上の歴史を持ち、日本全国に
135店舗を展開しています。今回、香港のWell Core Holding Ltd.とのご縁を頂き、共同で香港でのブランド立ち上げを行
うことになりました。香港の人々は日本の食べ物や文化をこよなく愛しています。香港の店舗をショーケースとして活用する
ことで、同地域における当社ブランドの認知度向上が期待できます」

また、今後については「香港で新店を数多く出店し、より多くの香港のお客様に弊社の『すた丼』をはじめとしたメニュー
に触れていただきたいと思っています。また、アジア各国でも香港同様に私たちのビジネスにご協力いただけるパートナーに
巡り会い、この地域でのビジネスを拡大して行きたいと考えています」と抱負を語りました。

アジア金融フォーラムに世界の金融幹部が集結
3年ぶりの対面開催が実現。70以上の国・地域から官民の金融リーダー数千人が参加し、洞察を共有

アントワークスの丼めしブランド「伝説のすた丼屋」が香港に上陸

フィンテック関連企業の展示コーナーも盛況

株式会社アントワークス 代
表取締役社長 早川 淳氏（左）
およびウェルコアホールデ
ィングス株式会社（右社長 
廖傑民氏（Mr. Derek Liu）

基調講演を行う潘基文（パン・ギムン）前国連事務総長
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香港経済貿易代表部は2月8日、卯年の春節を祝うレセプ
ションを都内で開催。日本の政財界、学界、メディア、コミ
ュニティ団体など、さまざまな分野から400名を超える招待
客が出席しました。

歐慧心（ウィンサム・アウ）首席代表代行は挨拶で香港の
最新動向を説明し、
前途に広がる大き
なチャンスをつか
むための香港特別
行政区政府の取り
組みについて紹介
しました。

香港と日本の関
係について歐首席
代 表 代 行 は、香
港 で 事 業 を 営 む
海外企業のうち、
2022年も日本企
業が引き続き最多

であることを指摘し「日本の皆さまの香港への変わらぬコミ
ットメントと投資は、香港の競争力と位置付け、戦略的な役
割と可能性に対するお墨付き。香港と日本のビジネスや経済
の絆が今後ますます発展し、あらゆる面で両者の関係が一層
深まることを大いに期待している」と述べています。

香港経済貿易代表部の歐慧心（ウィンサム・アウ）首席代
表代行は、香港特別行政区設立25周年記念セミナーに出席す
るため、12月5日、6日の日程で名古屋を訪れました。同イ
ベントは中京日本香港協会と香港貿易発展局の共催、香港経
済貿易代表部の全面的な協賛により実施されたもので、2022
年に日本香港協会の各地域支部が日本の11都市で開催したビ
ジネスセミナーの最終回でもあります。

滞在中、歐首席代表代行は大村秀章愛知県知事への表敬訪
問も行いました。

香港春節レセプションを東京で開催
各界から約400名が出席。歐首席代表代行は香港政府の取り組みを紹介し、日本との一層の関係深化を期待

歐慧心首席代表代行が愛知県を訪問
名古屋で開かれた香港特別行政区設立25周年記念セミナーに出席。知事への表敬訪問も行い、交流を促進

香港中楽団 
アンサンブルコンサート

昨年12月、香港中楽団は日本で2回のアンサンブルコンサート
を開催しました。香港経済貿易代表部の協力の下、12月11日に
大阪の箕面市立文化芸能劇場で、13日に東京の浜離宮朝日ホール
で開かれた今回のコンサートは、香港特別行政区設立25周年を記
念して日本で行われた一連のイベントの締めくくりとなりました。

来日した香港天籟敦煌楽団が演奏を披露

躍動感あふれ
るライオンダ
ンスも

12月13日に東京・浜離宮朝日ホールで公演した香港中楽団室内楽ユニット

春節レセプションで乾杯する歐慧心（ウィンサム・アウ）首席代表代行（写真・
中央）。他の登壇者は左から、香港政府観光局の堀和典日本局長、香港経済貿易代
表部の橋場清子企業・人材誘致専門室長兼投資推進室長、公明党の山口那津男代
表、駐日中国大使館の施泳公使、香港貿易発展局の游紹斌（ベンジャミン・ヤウ）
日本首席代表、香港経済貿易代表部の范國訊（アンドリュー・ファン）次席代表

大村秀章愛知県知事（写真・右）を表敬訪問した歐首席代表代行
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香港国際空港の第3滑走路が供用開始
昨年11月25日に香港国際空港の第3滑走路が正式に供用を開始し、同空港の滑走路3本体制に向けた拡張計画における

重要な節目となりました。今回供用開始した長さ3,800mの滑走路は、貨物および旅客の輸送能力を大幅に拡大し、国際
航空ハブとしての香港の地位を強化するものです。
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